
正
倉
院
御
物
修
繕

還
納
目
録
解
題

東

野

ム

ロ

・」
7
1

之

、

御
物
整
理
掛
の
設
置
と

「明
治
宝
庫
」

近
代
に
お
け
る
正
倉
院
宝
物

の
研
究
は
、
明
治
五
年

(
一
八
七
七
)
の
町
田
久

成
、
蜷
川
式
胤
ら
に
よ
る
開
封
と
調
査

に
始
ま
る
。
し
か
し
宝
物
が
今
日
見
る
よ

う
な
北
倉

・
中
倉

・
南
倉
と
い
う
区
分

で
整
理
さ
れ
、
北
倉
に
東
大
寺
献
物
帳
所

載
の
宝
物
が
集
中
納
置
さ
れ
た
の
は
、
明
治
、
、卜
五
年
か
ら
.ニ
レ
七
年
ま
で
設
置

さ
れ
た
正
倉
院
御
物
整
琿
掛

に
よ
る
、
整
理
、
復
元
、
修
理
を
経
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
点
、
宝
物
の
意
義
を
再
評
価
す
る
L
に
果
た
し
た
御
物
整
理
掛
の
役
割

は
、
ま
こ
と
に
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
間
の
経
緯
に

つ
い
て
、
私
は
別
稿
を
草
し
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
越
、
簡

単
に
壬、口う
な
ら
、
此
の
整
理
事
業
は
、
正
倉
院
を
天
平
の
昔
に
復
古
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
宝
物

の
修
理
も
徹
底
し
た
復
元
修
理
を
方
針
と
し
て
い

た
。
事
業
が
未
完
に
終
わ

っ
た
と
は
い
え
、
其
の
大
筋
は
達
成
さ
れ
、
結
果
と
し

て
正
倉
院
が
、
天
皇
中
心

の
国
家
体
制

に
よ

っ
て
、
千
年
以
上
古
代
の
ま
ま
に
伝

え
ら
れ
て
き
た
か
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、

整
理
掛

の
事
業

の
成
果
を
受
け
て
刊
行
さ
れ
た
豪
華
図
録

『東
瀬
珠
光
』

の
序
文

や
構
成
か
ら
推
定

で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
効
果
が
当
初
か
ら
あ
る
程
度
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
整
理
事

業
が
当
初

「
明
治
宝
庫
」

の
設
立
と
あ
わ
せ
て
立
案
さ
れ
た
こ
と
か
ら
類
推

で
き

よ
う
。
旧
宮
内
省

の
公
文
書

に
よ
る
と
、
明
治
一
、卜
五
年
三
月
十
八
日
付
け
で
、

　
　

　

正
倉
院
御
物
整
理
な
ら
び
に
明
治
宝
庫
創
設
に
関
し
決
済
が
請
わ
れ
て
い
る
。

こ

れ
が
整
理
事
業

の
端
緒
と
な

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

一
方
の
明
治
宝

庫
と
は
、
明
治

の
王
政
復
古

に
よ

っ
て
平
安
遷
都
以
来
の
例
式
や
旧
物
が
失
わ
れ

る
の
を
憂

い
、
天
皇

の
御
物
中
、
永
久
に
伝
え
る
べ
き
も
の
を
選
ん
で
保
存
し
、

皇
了
孫

へ
の
範
と
す
る
と
共

に
、
帝
室
博
物
館
の
基
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ

忽
『

こ
の
伺

い
で
は
正
倉
院
御
物
の
整
理
に
つ
い
て
、
千
有
余
年
前
の
制
度

・
文

物
を
う
か
が
う
べ
き
天
下

の
至
宝
を
保
存
し
て
い
く
と
い
う
目
的
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
だ
け
で
、
特

に
国
家
主
義
的
な
主
張
が
盛
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
明

治
宝
庫

の
こ
と
も
遂
に
実
現
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
御
物
整
理
事
業
が
、
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こ

う

し

た
全

体

構

想

の

一
部

と

し

て
建

議

さ
れ

た
も

の

で

あ

っ
た

こ
と

は
、

背

景

に

あ

る

思

想

を

考

え

る

上

に
看

過

で
き

な

い

で
あ

ろ

う
。

ム

そ

の

以
L
の
よ
う
な
意
義
を
も

つ
事
業
で
は
あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
従
来
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
東
京
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
き
た
公
文

書
の
中
に
、
御
物
整
理
の
目
パ体
的
内
容
に
関
わ
る
も
の
が
相
当
数
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
の
は
幸

い
で
あ

っ
た
。
私
は
館
の
客
員
研
究
員
で
あ
る
関
係
で
、

そ
の
公
開
に
先
立

つ
整
理
に
携
わ
り
、
全
面
公
開
の
後
、
そ
の
概
要
と
L
な
内
容

　
ユ

　

を

紹

介

し

た

こ
と

が

あ

る
。

た

だ

、

そ

こ

で

は
紙

面

の
関

係

ヒ

、

翻

刻

は
不

可

能

で
あ

り
、

ま

た

そ

の
準

備

も

な

か

っ
た

の

で
、

将

来

の
実

行

を

約

し

た

の

で
あ

っ

た

が
、

こ

こ
に
本

学

学

生

諸

君

の
協

力

を

得

て
、

事

業

の
大

要

を

う

か

が

う

こ
と

の

で

き

る

.、、種

の
資

料

を

公

同

す

る

こ
と

と

な

っ
た

。

そ

の
各

々

に

つ
い

て
、

左

に
簡

単

な
解

説

を
加

え

て
お

く
。

(
一
)

館

資

]
〇

五

亙

罫

紙

袋

綴

(
仮
綴

)
、

全

文

墨

書

。

版

心

に

「
宮

内

省

」

の
文

字

が

あ

る

。

共

紙

の
表

紙

に

「
正
倉

院

御

物

修

繕

還

納

目

録

」

と

打

付

け

書

き

。

内

題

は

「
正

倉

院

御

物

修

繕

還
納

目
録

」
。

全

四
卜

r

、

墨

付

、。.十

九

f
。

内

容

は
、

東

京

に
移

送

し

て
修

理

さ

れ

た

宝

物

が

は
じ

め

て
奈

良

に
還

納

さ

れ

た
明

治

二
卜

六

年

か

ら
、

同

.、一十

六

年

の
第

ヒ

回

還

納

ま

で
、

宝

物

一
件

ご

と

に

修
理
状
況
を
記
す
。
そ
の
内
、
注
[
す
べ
き
記
事
に
つ
い
て
は
、
か

つ
て
拙
稿
に

　
ら

　

取

り

L

げ

た

こ
と

が

あ

る
。

な

お
、

こ
の
[

録

の
記

載

に

よ
れ

ば

、

宝

物

の
東

京

移

送

は

計

八

回

(
明

治

ニ
レ

五

年

卜

月

、

同

二
十

六

年

十

二
月

、

同

。
一十

八
年

十

一
月

、

同

三

干

年

レ

一
月

、

同

三
十

二
年

十

一
月

、

同

三

十

三

年

六

月

、

同

三
レ

五

年

卜

一
月

、

同

..」L
L

ハ
年

卜

一
.月

)

に
及

ん
だ

。

(
、
、)

館

資

一
〇

五

ヒ

体

裁

等

は

(
一
)

に
同

じ

。

全

.
二
卜

一.、工

、

墨

付

同

上

。

内
容

は

二

つ
に
分

か

れ

、

冊

尾

の
八

r

は
明

治

三

ト

ヒ

年

に
還

納

さ

れ

た
第

八

回
分

の
宝

物

に

つ
い

て
、

修

理

状

況

を

記

し

た

目

録

で
あ

る

。

こ

の
目
録

の
冒

頭

に
は
、

明

治

...レ

ヒ

年

レ

]
月

八

〕
付

け

、

御

物

整

理

掛

か

ら

の
還
納

伺

い
が
綴

じ

こ
ま

れ

て

い
る

。

館

資

]
〇

五

六

も

、

こ
れ

と

ほ

ぼ

同

内

容

の
目
録

で
あ

る

が

(
表

紙

外

題

「
正

倉

院

御

物

修

繕

目

録
」
)
、

比

較

す

る
と

未

精

選

の
箇

所

が

残

り

、

草

稿

と
考

え

ら

れ

る

。

な

お

目

録

の
末

尾

に
、

「
鳥

毛

立

女

屏

風

六

扇

」

以

ド

、

七

点

の
宝

物

が

「
修

繕

着

手

中

御

物

」

と

し

て
付

載

さ

れ

て

い
る

が
、

こ
れ

ら

が

い

つ
還

納

さ

れ

た

か

は

明

ら

か

で
な

い
。

館

資

一
〇

五

ヒ

の
前

半

一
工

か

ら

、
.卜

五

、ー

ま

で
は
、

東

京

に
回
送

さ

れ
な

が

ら
未

修

繕

の
ま

ま

還

納

さ

れ

た

宝

物

の
目
録

で
あ

る
。

こ

の
冒
頭

に
も

明

治

.、十

七

年

レ

]
月

八

日
付

け

、

御

物

整

理

掛

か

ら

の
還
納

伺

い
が
綴

じ
込

ま
れ

て

い
る
。

記
載

は
大

き

く

ゴ
、
つ
に
分

か

れ

、

1
、

雑

種

の
部

(
一
～

一
八

八

号

)

各

種

染

色

品

の
残

欠

2
、

衣

服

の
部

(

～

二

号

)

衣

服
等

の
残

欠
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3
、
各
種
宝
物

第

一
回
か
ら
八
回

の
回
送
品
と
付
載
品

と
な

っ
て
い
る
。
3
の
中

に
は
帳
内
品

(
の
ち
の
北
倉
納
物
)
も
含
ま
れ
、
御
物

整
理
事
業
が
廃
さ
れ
た
明
治
三
十
七
年
時
点
で
未
修
理
の
ま
ま
と
な

っ
た
重
要
な

宝
物
の
少
な
く
な
か

っ
た
こ
と
が
判
る
。

事
実
そ
れ
ら
は

『東
蔽
珠
光
」
に
図
版

が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
帝
室
博
物
館
に
誤

っ
て
移
さ
れ
て
い
た
正
倉
院

　
　

　

宝
物
の
残
欠
が
取
り
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
か

つ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、

3
の
末
尾
近
く
に
見
え
る

「博
物
館

ヨ
リ
回
付
分
」

の
残
欠

一
括
は
、
ま
さ
に
こ

れ
に
当
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
修
理
復
元

に
用
い
ら
れ
た
残
り
が
こ
う
し
た
形
で

保
管
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

以
上

、.
つ
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
た
個
々
の
宝
物

の
比
定

に
は
、
な
お
問
題
も
多

く
、
比
定
の
確
実
な
も
の
も
現
物
と
照
応
す
れ
ば
解
明
さ
れ
る
点
が
多
々
存
す
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
御
物
整
理
掛
に
よ
る
修
理
復
元
作
業

の
全
貌
は
、
こ
れ
ら

に
よ

っ
て
ほ
ぼ
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
、

一
層
の
検
討
を
期
す
る
と
と
も
に
、

本
資
料
が
広
く
正
倉
院
研
究
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。

注(
1
)
東
野
治
之

呵
正
倉
院
宝

物

の
明
治
整
理

-
正
倉
院
御
物
整

理
掛
の
活
動
を
中
心

に
ー
」

(大
阪
大
学
文
学
部

日
本

史
研
究
室
編

『
古
代
中
世

の
社
会
と
国
家
」
、

清
文

堂
出

版

、

一
九
九
八
年
)
。

(
2
)
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『什
宝

録
」
(
登
録
番
号
四
七
九
号
)
明
治

二
十

五
年
第

]
号
。

同

日
、
内
事
課
長
股
野

琢
か
ら
宮
内
人
臣
十
方
久
元

宛

に
決

裁
伺

い
が
出

さ
れ
、

六

月

に
勅
許
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
同
年
八
月

二
十

九

日
付

け

で
、

正
倉

院
御

物

整
理
掛

長

に
皇
太
后
宮
大
夫
杉
孫
七
郎
、
同
掛

に
宮
中
顧

問
官

税
所

篤
、

帝

国
博

物

館
学
芸

委
員
黒
川
真
頼
、
図
書
属
稲
生
真
履
、
皇

太
后
宮

属
堀

博

が
任
命

さ
れ

た
。

そ
の
後

九
月
二
十
四
日

に
は
股
野
琢

(当
時
文
事

秘
書
官

)

と
宮

内
属

近
藤

久
敬

も

掛

に
任
命

さ
れ

て
い
る
。
困
み

に
同
年
十
月
、

明
治
宝

庫
創

設
委

員
が

置
か

れ
た

が

そ
の
顔

ぶ
れ
は
以
下

の
通
り

で
あ

っ
た
。
委
員
長

宮
内
大

臣
土

方
久

元
、

委

員
杉
孫

七
郎

(官
職
前
掲

)
、
宮
中

顧
問
官
九
鬼
隆

一
、
同

田
中
光
顕
、
侍
従
西
四
辻
公
業
、

股
野

琢

(官
職

前
掲

)。

(
3
)
同
右
。

(
4
)
注

ユ
に
同

じ
。

(
5
)
同
右
。

(6
)
奥
村
秀
雄

「東
京
国
立
博
物
館

保
管
上
代
裂

に

つ
い
て

(
下
)」

(
『
M
U
S
E
U
M
」

三
九
〇
号
、

一
九

八
三
年
)
。

(付
記
)

客
員
研
究
員
と
し

て
関
連
資
料

の
調
査

を
許
さ
れ
た
東

京
国

立
博
物

館
当

局
、

特

に
元

資
料
部
第

一
研
究
室
長

安
達
直
哉
氏

(
現
学
芸
部
書
蹟
室
長
)
や
、
『
什
宝

録
』

の
閲
覧

を
許
可
さ
れ

た
宮
内
庁
当
局
、

な
ら
び
に

こ
の
件

で
お
世
話

い
た
だ

い
た
元
宮

内
庁

書
陵

部
員

西
本
昌
弘
氏

(現
関
西
人
学
文
学
部

教
授
)

に
謝
意
を
表
す
も

の
で
あ
る
。
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